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み
な
さ
ん
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
、「
少
子
化
」
や
「
過
去
最
低
の
出
生

率
」
と
い
う
言
葉
を
目
に
し
た
、
あ
る

い
は
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

先
月
号
の
「
人
口
減
少
」
の
現
状
と

課
題
で
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、
小
野
町

で
も
本
当
に
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
の

か
、
出
生
数
の
推
移
か
ら
現
状
を
確
認

し
ま
す
。

小
野
町
の
出
生
数
は
、
昭
和
40
年
に

は
年
間
で
3
2
2
人
の
出
生
数
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
数
は
年
々
減
少

傾
向
を
続
け
、
昭
和
60
年
代
に
は
2
0

0
人
を
割
り
、
平
成
14
年
に
は
、
つ
い

に
2
桁
台
と
な
る
ほ
ど
少
子
化
が
進
行

し
て
い
ま
す
。

少
子
化
の
背
景
と
し
て
は
、
晩
婚
化

や
晩
産
化
、
少
産
化
、
非
婚
、
未
婚
率

の
上
昇
、
核
家
族
化
に
加
え
、
近
年
で

は
子
供
を
持
た
な
い
夫
婦
の
増
加
な
ど

が
主
な
要
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
背
景
に
は
、
人
々
の
意
識
の
変

化
や
働
く
女
性
の
増
加
、
生
活
ス
タ
イ

ル
の
多
様
化
に
伴
う
出
産
の
負
担
（
経

済
的
・
精
神
的
負
担
、
住
宅
事
情
や
仕

事
と
の
両
立
の
困
難
さ
等
）
が
表
面
化

し
て
き
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
背
景
に
、
子
育

て
が
安
心
し
て
で
き
る
生
活
環
境
の
整

備
や
、
児
童
の
健
全
育
成
に
地
域
全
体

で
取
り
組
む
環
境
づ
く
り
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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少
子
化
の
進
行
に
よ
る
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
は
、
労
働
力
人
口
の
減
少
へ

と
つ
な
が
り
ま
す
。
労
働
力
は
、
資
本

や
技
術
と
共
に
生
産
力
を
支
え
る
要
因

で
あ
り
、
こ
の
減
少
は
、
経
済
成
長
に

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
総
人
口
の
減
少
に
よ
る
消
費

需
要
の
減
少
も
市
場
拡
大
の
制
約
要
因

と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
経
済
成
長

の
停
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
は
、
子
ど
も
同
士
や
地
域
社

会
と
の
交
流
の
な
か
で
、
経
験
・
学
習

し
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
の
核
家
族
化
な
ど
に

よ
る
家
族
形
態
の
変
化
や
、
地
域
に
対

す
る
意
識
の
変
化
に
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
が
成
長
す
る
う
え
で
大
切
な
「
人
と

の
交
流
」
の
機
会
が
失
わ
れ
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
少
子
化
に
よ
る
子
ど
も
へ
の

影
響
は
、
次
代
の
親
に
な
っ
た
と
き
の

育
児
不
安
に
つ
な
が
る
と
も
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

人
口
の
減
少
に
伴
い
、
地
域
の
過
疎

化
や
高
齢
化
の
進
行
が
予
想
さ
れ
、
福

祉
や
医
療
保
険
、
公
共
施
設
整
備
、
教

少
子
化
は
、
小
野
町
に
限
っ
た
現
象

で
は
な
く
、
隣
接
す
る
市
町
村
、
国
全

体
と
し
て
も
少
子
化
対
策
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

当
然
、
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
の
対
策
も
地
域
に
よ
っ
て
様
々
で

す
。次

代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
、

地
域
の
宝
と
も
言
え
ま
す
。
そ
の
子
ど

も
た
ち
が
、
安
心
し
て
健
や
か
に
生
ま

れ
育
つ
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
よ
り
一

層
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
行
政
が
進
め
る
支

援
施
策
だ
け
で
な
く
、
職
場
や
地
域
を

含
め
、
子
ど
も
を
と
り
ま
く
す
べ
て
の

住
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
真
剣
に

考
え
取
り
組
み
、
連
携
を
深
め
、
社
会

全
体
の
責
任
と
し
て
支
え
て
い
く
仕
組

み
を
築
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

育
な
ど
の
住
民
に
対
す
る
基
礎
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

少
子
化
や
核
家
族
化
に
よ
り
、
子
ど

も
の
自
主
性
や
社
会
性
が
育
ち
に
く
く

な
る
、
ま
た
、
経
済
情
勢
が
不
安
定
な

社
会
状
況
の
な
か
で
、
育
児
に
伴
う
経

済
的
な
不
安
感
の
増
加
、
昨
今
の
治
安

低
下
に
よ
る
子
ど
も
の
安
全
確
保
な
ど
、

子
ど
も
や
家
族
を
と
り
ま
く
環
境
が
大

き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
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舘　川　　　明
61・現
吉 野 辺

吉　田　君　雄
61・新
飯 豊 上

先　　　　　薫
57・新
飯 豊 下

中　野　貞　元
61・現

本町・皮籠石

西　牧　　　易
58・現
浮　　金

宇佐見　留　男
52・現
湯　　沢

野　義　幸
59・新
塩庭一区

郡　司　　　昇
54・新
小野山神

矢　吹　　　男
64・新

塩庭ニ区・和名田

宗　像　義　智
54・現
南田原井

折　笠　　　彦
63・新
小 戸 神

吉　田　利　雄
59・新
雁 股 田

横　田　武　嗣
60・新
飯 豊 中

根　本　義　規
54・現
夏　　井

田　次　男
60・新
小野赤沼

二　瓶　章　一
44・新
上羽出庭
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長谷川　栄　伸
50・議会
横町・仲町

村　上　和　行
47・議会
平舘・谷津作

先　　　福　夫
60・議会
荒町・中通

大和田　　　勝
59・議会
浮　　金

西　牧　正　泰
68・郡山田村農業共済組合

小野赤沼

遠　藤　芳　助
66・小野町農業協同組合

小野赤沼

7
月
20
日
、
農
業
委
員
会
初
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
役
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
は
法
律

に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
行
政
委

員
会
（
1
期
3
年
）
で
あ
り
、
地
域
の

農
業
者
の
代
表
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

小
野
町
農
業
委
員
会
役
員
名
簿

会
　
　
　
　
長
　
　
　
舘
川
　
　
明

会
長
職
務
代
理
　
　
　
宇
佐
見
留
男

農
業
振
興
部
会
長
　
　
宗
像
　
義
智

〃
　
　
副
会
長
　
西
牧
　
　
易

農
地
財
政
部
会
長
　
　
中
野
　
貞
元

〃
　
　
副
会
長
　
根
本
　
義
規
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6
月
28
日
、
平
成
18
年
度
完
成
予

定
の
こ
ま
ち
ダ
ム
で
見
学
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

小
野
新
町
小
学
校
の
2
年
生
と
雁

股
田
分
校
の
1
・
2
年
生
71
名
が
、

周
辺
の
地
域
に
興
味
を
持
つ
こ
と
を

目
的
に
、
こ
ま
ち
ダ
ム
を
訪
れ
た
も

の
で
す
。

見
学
会
で
は
、
講
話
と
し
て

①
こ
ま
ち
ダ
ム
の
役
割
に
つ
い
て

②
こ
ま
ち
ダ
ム
周
辺
の
生
き
物
に
つ

い
て

③
ダ
ム
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
の
方

法
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、2
0
0
ト
ン
ク
レ
ー
ン
を
バ

ッ
ク
に
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

説
明
を
受
け
た
子
供
た
ち
か
ら
は
、

ダ
ム
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
質
問
が

出
さ
れ
、
福
島
県
県
中
建
設
事
務
所

や
奥
村
・
秋
田
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体
の
職
員
が
答
え
ま
し
た
。

最
後
に
、
県
中
建
設
事
務
所
ダ
ム

建
設
グ
ル
ー
プ
課
長
か
ら
児
童
全
員

に
、
こ
ま
ち
ダ
ム
豆
博
士
の
修
了
証

書
が
交
付
さ
れ
、
見
学
会
を
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
学
校
や
一
般
団
体
な
ど

の
建
設
現
場
見
学
会
を
随
時
受
付
い

た
し
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

地
域
整
備
課

7
2
│
6
9
3
7

こ
ま
ち
み
ど
り
愛
護
会
（
阿
部
君

江
会
長
）
は
、
小
野
町
の
玄
関
口
で

あ
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
美

化
活
動
を
目
的
に
奉
仕
作
業
を
行
い
、

会
員
を
は
じ
め
、
町
長
や
各
種
団
体

の
関
係
者
な
ど
約
90
名
が
参
加
し
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア
の
苗

な
ど
１
　
0
0
0
本
の
植
栽
や
、
昨

年
植
栽
し
た
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
周
辺

の
雑
草
取
り
を
実
施
し
、
早
朝
か
ら

「
道
」を
愛
す
る
奉
仕
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た

「
川
」を
愛
す
る
奉
仕
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
心
地
よ
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。

な
お
、「
あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動
車
道

路
」
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
住
民
と

の
協
働
を
前
面
に
展
開
し
、
緑
化
活

動
を
行
う
な
ど
し
て
、
全
日
本
建
設

技
術
協
会
よ
り
平
成
16
年
度
全
建
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
行
政
区
の
道
路
愛
護
会

な
ど
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
道
路
の
美
化
活
動
が
活
発
に
繰

り
広
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
来
町
さ
れ

る
皆
さ
ん
を
気
持
ち
よ
く
出
迎
え
ら

れ
る
よ
う
、
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

7
月
3
日
、
町
内
一
円
に
お
い
て

河
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

河
川
愛
護
デ
ー
に
あ
わ
せ
県
内
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
町
で

も
各
行
政
区
の
河
川
愛
護
団
体
や
小

野
町
建
業
会
の
協
力
の
も
と
、
7
河

川
に
お
い
て
除
草
や
空
き
缶
拾
い
な

ど
の
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
、
美
し
い

河
川
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
量
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
、
年
々
減
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
約
1

5
0

0

も
の
量
に
な
り
ま
し
た
。

「
水
辺
に
や
す
ら
ぎ
心
に
ゆ
と

り
。」
こ
れ
か
ら
も
川
を
愛
す
る
心

を
も
ち
続
け
た
い
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

kg

こまちダム見学会のもよう

,

,



将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

よ
り
よ
い
教
育
環
境
を

提
供
す
る
た
め
に

第1回目の検討委員会

7
月
12
日
、
役
場
会
議
室
に
お
い

て
、
小
野
町
教
育
環
境
検
討
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
少
子
化
社
会
に

適
応
し
た
次
世
代
育
成
支
援
と
小
野

町
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
の
た
め

に
、
教
育
環
境
な
ら
び
に
教
育
施
設

の
あ
り
方
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討

す
る
目
的
で
設
置
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
教
育
施
設
の

○
適
正
規
模
・
適
正
配
置

○
施
設
整
備
或
い
は
統
廃
合

に
つ
い
て
検
討
し
、
町
長
に
提
言
を

行
い
ま
す
。

会
議
に
先
立
ち
委
員
25
名
へ
委
嘱

状
を
交
付
し
ま
し
た
。

町
長
は
、「
行
財
政
改
革
も
あ
る

が
、
子
ど
も
た
ち
に
ど
う
い
う
環
境

で
勉
強
し
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
良

い
の
か
教
育
環
境
を
優
先
に
考
え
て

頂
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
続
い
て

教
育
長
か
ら
は
、「
小
野
中
学
校
の
老

朽
化
の
問
題
、
分
校
或
い
は
複
式
学

級
な
ど
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
中

で
、当
委
員
会
は
将
来
の
町
づ
く
り
、

人
づ
く
り
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
活
発
に
ご
検
討
頂
き
た
い
。」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
検
討
委
員
会
の
設
置

の
目
的
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
委

員
長
に
佐
久
間
林
作
委
員
を
、
副
委

員
長
に
富
瀬
政
秀
委
員
を
互
選
し
ま

し
た
。

次
に
現
在
の
教
育
施
設
の
現
状
と

整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
を
行

っ
た
後
、
意
見
交
換
と
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
今
後
数
回
に
わ
た

り
会
議
を
開
催
し
、
教
育
環
境
の
将

来
的
な
方
向
性
を
委
員
会
の
提
言
と

し
て
年
度
末
を
目
標
に
取
り
ま
と
め

る
予
定
で
す
。

な
お
、
今
回
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

佐
久
間
林
作
（
皮
籠
石
）

富
瀬
　
政
秀
（
中
　
　
通
）

佐
藤
　
安
憲
（
浮
　
　
金
）

鈴
木
　
裕
子
（
浮
　
　
金
）

生
天
目
正
人
（
浮
　
　
金
）

國
分
　
幸
夫
（
小
戸
神
）

折
笠
　
一
郎
（
小
戸
神
）

吉
田
　
栄
孝
（
小
野
山
神
）

舘
川
　
正
人
（
吉
野
辺
）

吉
田
　
一
寿
（
飯
豊
下
）

塩
田
　
正
雄
（
飯
豊
上
）

村
上
　
和
行
（
谷
津
作
）

阿
部
　
君
江
（
本
　
　
町
）

草
野
　
典
子
（
塩
庭
一
区
）

佐
藤
　
耕
司
（
雁
股
田
）

荻
野
　
一
江
（
雁
股
田
）

小
野
　
一
男
（
雁
股
田
）

松
本
　
　
仁
（
夏
　
　
井
）

長
久
保
喜
伸
（
湯
　
　
沢
）

横
田
　
貞
子
（
南
田
原
井
）

大
竹
　
昌
子
（
塩
庭
二
区
）

吉
田
　
栄
平
（
上
羽
出
庭
）

駒
木
根
幸
一
（
上
羽
出
庭
）

吉
田
富
士
子
（
和
名
田
）

矢
内
今
朝
見
（
荒
　
　
町
）

飯
豊
ひ
ま
わ
り
保
育
園
で
は
、
7

月
2
日
保
護
者
研
修
と
し
て
、
飯
豊

小
学
校
、
遠
藤
さ
と
み
校
長
先
生
を

講
師
に
お
迎
え
し
て
「
就
学
前
教
育

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

校
長
先
生
の
お
話
の
中
で
は
「
小

さ
い
頃
の
こ
と
は
、
意
識
し
な
く
て

も
覚
え
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
「
読
み

聞
か
せ
」
を
し
て
ほ
し
い
。ま
た
、小

学
校
入
学
前
に
、泥
ん
こ
遊
び
、鬼
ご

っ
こ
、遊
具
、草
花
遊
び
等
を
経
験
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ル
ー
ル
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
そ
れ
を
守
る

と
い
う
社
会
性
が
育
つ
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
母
親

の
笑
顔
が
一
番
、
楽
し
み

に
子
育
て
を
し
て
ほ
し
い
」

と
体
験
談
を
ま
じ
え
な
が

ら
の
お
話
し
で
し
た
。

保
護
者
の
方
も
熱
心
に

耳
を
傾
け
、
就
学
前
教
育

の
大
切
さ
、子
育
て
の
大
切

さ
を
改
め
て
見
つ
め
直
す

良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

保
育
園
で
も
体
を
使
っ

た
遊
び
を
存
分
に
取
り
入

れ
、
の
び
の
び
と
活
動
で

き
る
よ
う
、
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

7
月
3
日
、
吉
野
辺
川
の
源
流
に

あ
る
ブ
ナ
林
を
守
ろ
う
と
吉
野
辺
愛

林
組
合
（
舘
川
明
組
合
長
）
の
皆
さ

ん
約
20
名
が
、
ブ
ナ
林
の
下
草
刈
り

作
業
な
ど
山
林
整
備
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ブ
ナ
林
は
高
柴
山
の
山
頂
か

ら
南
側
尾
根
伝
い
の
国
有
林
地
内
に

生
育
し
て
お
り
、ブ
ナ
の
木
が
群
生
し
、

樹
齢
70
年
程
度
の
大
木
も
あ
り
ま
す
。

ブ
ナ
の
原
生
林
は
当
地
域
に
は
珍

し
い
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
水
源
涵
養
や
「
環
境
教
育
」

の
最
適
の
フ
ィ
ー
ル
ド
（
場
所
）
と

し
て
保
存
を
し
て
い
き
た
い
と
計
画

し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
朝
早
く
か
ら
、
各
自
持

参
し
た
下
刈
り
機
な
ど
を
使
い
、
国

有
林
を
管
理
す
る
福
島
森
林
管
理
署

の
指
導
の
も
と
に
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
小
野
町
の
中
心
市
街
や
吉
野
辺

地
区
を
一
望
で
き
る
こ
と
と
な
り
、

作
業
の
成
果
を
確
認
し
ま
し
た
。

吉
野
辺
の
皆
さ
ん
は
、
関
場
地
区

か
ら
見
え
る
高
柴
山
を
、
そ
の
姿
形

か
ら
「
吉
野
辺
富
士
」
と
称
し
て
親

し
ん
で
お
り
、
昨
年
は
、
ツ
ツ
ジ
の

名
所
の
高
柴
山
に
吉
野
辺
字
大
平
地

区
か
ら
の
新
し
い
登
山
道
を
整
備
す

る
な
ど
、行
政
区
長
さ
ん
を
中
心
に
、

観
光
開
発

や
地
域
整

備
活
動
に

意
欲
的
に

取
り
組
ん

で
お
り
ま

す
。
広
報

紙
上
か
ら

感
謝
を
申

し
上
げ
ま

す
。
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夏
は
台
風
や
集
中
豪
雨
が
発
生
し

や
す
く
、
暴
風
雨
や
土
砂
災
害
に
よ

る
被
害
が
各
地
で
出
て
い
ま
す
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。」
と
、

よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
日
頃
か
ら
家

の
周
り
や
危
険
箇
所
を
確
認
し
て
お

く
と
と
も
に
、
家
族
や
隣
近
所
に
お

い
て
も
安
全
対
策
を
話
し
合
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

町
で
は
、
こ
ま
ち
ダ
ム
見
学
会
に

あ
わ
せ
、
小
野
新
町
小
学
校
・
雁
股

田
分
校
の
子
ど
も
た
ち
に
大
雨
が
降

っ
た
と
き
の
注
意
事
項
に
つ
い
て
、

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

土
砂
災
害
を
未
然
に
防
止

み
ん
な
で
防
ご
う
土
砂
災
害

子どもたちに災害の心構えを説明

「どのくらい食べようかな」 「はやく赤くならないかな」
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一
般
的
に
「
外
科
」
と
い
わ
れ
ま

す
が
現
在
は
専
門
分
化
が
著
し
い
の

が
現
状
で
す
。
当
科
で
は
胃
癌
・
大

腸
癌
な
ど
の
「
消
化
器
外
科
」
を
主

体
と
し
て
診
療
し
乳
腺
・
小
児
外
科

領
域
も
担
当
し
ま
す
（
乳
腺
疾
患
は

産
婦
人
科
を
受
診
さ
れ
る
方
も
多
い

で
す
が
外
科
疾
患
に
分
類
さ
れ
ま

す
）。外
傷
等
も
担
当
し
ま
す
が
、
骨

折
・
脱
臼
な
ど
の
分
野
は
、
主
に

「
整
形
外
科
」
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
広
く
見
ら
れ
る
虫
垂

炎
・
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
・
痔
核
手
術
の

ほ
か
胃
癌
・
大
腸
癌
・
胆
石
症
・
腸

閉
塞
手
術
な
ど
全
身
麻
酔
手
術
も
行

っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
大
き
な
手
術
に
つ
い
て
は
各

診
療
チ
ー
ム
の
応
援
を
得
て
、
大
学

病
院
レ
ベ
ル
の
も
の
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

胃
癌
手
術
な
ど
は
、
検
査
等
が
済

ん
で
い
れ
ば
翌
週
に
も
手
術
が
可
能

で
す
。

麻
酔
に
関
し
て
も
従
来
外
科
単
独

で
麻
酔
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年

4
月
に
全
国
的
に
確
保
が
難
し
い
麻

酔
科
医
が
着
任
し
て
か
ら
麻
酔
技
術

と
安
全
性
の
確
保
が
向
上
し
て
い
ま

す
。

小
野
町
第
三
次
振
興
計
画
後
期
計
画
や
平
成
17
年
度
町
重
点
施

策
に
よ
る
、
安
心
・
安
全
な
「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
、

「
公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
の
支
援
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

今
月
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
地

域
の
生
活
基
盤
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
綜
合
病
院
に
つ

い
て
、
そ
の
診
療
内
容
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

手
術
に
つ
い
て

従
来
広
く
使
わ
れ
て
い
る
電
気
メ

ス
と
併
せ
て
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

出
血
量
が
少
な
く
て
済
む
・
手
術
時

超
音
波
切
開
装
置

内
視
鏡
手
術
装
置

主
に
胆
石
症
に
対
し
内
視
鏡
手
術

（
腹
腔
鏡
手
術
）を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
検
査
で
診
断
の
つ

か
な
い
腹
痛
な
ど
に
も
、
全
身
麻
酔

下
に
内
視
鏡
を
挿
入
し
て
診
断
を
行

う
腹
腔
鏡
検
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。

間
の
短
縮
に
つ
な
が
る
・
痔
核
手
術

な
ど
で
は
術
後
疼
痛
が
少
な
い
な
ど

の
利
点
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

痩
せ
た
方
の
場
合
、
胃
癌
手
術
も
10

程
の
キ
ズ
で
標
準
的
胃
切
除
を
行

え
ま
す
。

cm
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来
日
初
日
、
小
野
中
学
校
で
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こ
の
た
び
、
株
式
会
社
エ
ヌ
エ
ー
シ
ー

（
Ｎ
　
Ａ
　
Ｃ
）代
表
取
締
役
小
松
欣
也
氏
よ

り
、
ジ
ュ
ニ
ア
用
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
１
組
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
は
小
野
運
動
公
園
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
設
置
さ
れ
、
ジ
ュ
ニ
ア
サ

ッ
カ
ー
大
会
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
に
よ
る
イ
ン
ゲ
ン
、
ト

マ
ト
、
枝
豆
な
ど
が
順
調
に
生
育
し
、
県

内
外
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
や
直
売
所
な
ど
で
見
か
け
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
を
。

 

・

・

ミネラル枝豆ミネラルインゲン

ミネラルトマト
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特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年
１
回
定

時
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
受
給
者
の
所
得
状

況
や
児
童
の
養
育
状
態
な
ど
を
確
認

し
、
受
給
資
格
要
件
を
審
査
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

受
給
者
の
方
は
次
に
よ
り
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
提
出
日
時

平
成
17
年
8
月
24
日
（
水
）

午
前
9
時
〜
午
後
7
時

◎
提
出
場
所

役
場
第
一
会
議
室
（
役
場
と
な
り

車
庫
2
階
）

な
お
、
受
給
者
の
方
へ
は
定
時
届
　

の
用
紙
を
個
別
に
送
付
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

7
2
―
6
9
3
4

介
護
保
険
に
お
い
て
要
介
護
3
〜

5
と
認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
寝
た

き
り
老
人
な
ど
を
6
ヶ
月
以
上
続
け

て
同
居
し
な
が
ら
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
家
族
に
対
し
、「
ね
た
き
り
老
人

等
介
護
者
手
当
」
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
各
地
区
の
民
生
委
員
を
通
じ
て

申
請
し
、
該
当
に
な
っ
た
方
に
、
6

ヶ
月
分
ず
つ
を
年
2
回
に
分
け
て
支

給
し
ま
す
。

◆
支
給
金
額
に
つ
い
て

平
成
17
年
4
月
か
ら
支
給
金
額
が

月
額
5

0
0
0
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
介
護
者
手
当
受
給
該

当
の
ね
た
き
り
老
人
な
ど
の
方
は
、

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
お

り
、
介
護
給
付
の
中
で
充
実
が
図
ら

れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
介
護
者

手
当
支
給
額
に
つ
い
て
見
直
し
た
た

め
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

7
2
―
6
9
3
4

6
月
の
水
質
検
査
結
果
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。

,
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（写真：お孫さんと）

小
野
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
主

催
に
よ
る
、
平
成
17
年
度
少
年
の
主

張
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
発
表
大
会
が
7

月
13
日
小
野
中
学
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
中
学

生
が
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
、
感

じ
て
い
る
こ
と
を
発
表
す
る
こ
と
に

よ
り
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

を
高
め
る
と
共
に
、
青
少
年
の
健
全

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
か
れ

て
い
ま
す
。

大
会
で
は
、
主
催
者
挨
拶
に
続
き

審
査
委
員
紹
介
の
あ
と
、
1
年
生
か

ら
順
に
発
表
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

発
表
者
は
、
小
野
中
・
浮
金
中
か

ら
各
学
年
4
名
が
選
ば
れ
学
校
・
家

庭
・
社
会
等
の
身
の
ま
わ
り
に
つ
い

て
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
を
テ
ー
マ

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
・
体
験
を
発

表
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

「
私
の
命
の
価
値
」

小
野
中
3
年
　
佐
藤
　
美
穂

優

秀

賞

「
私
た
ち
に
今
必
要
な
こ
と
」

小
野
中
3
年
　
森
川
　
実
咲

「
Ｎ
Ｏ
！
も
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！
も
」

小
野
中
2
年
　
會
田
ほ
の
か

「
私
の
心
に
残
る
人
」

浮
金
中
2
年
　
村
上
　
貴
大

「
良
い
言
葉
の
使
い
道
」

小
野
中
1
年
　
香
阪
　
四
季

「
不
安
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

小
野
中
1
年
　
吉
田
千
奈
美

努

力

賞

「
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
を
目
指
し
て
」

浮
金
中
1
年
　
藤
井
　
理
子

「
あ
な
た
の
た
ば
こ
マ
ナ
ー
」

小
野
中
1
年
　
吉
田
　
育
未

「
愛
犬
ボ
ブ
の
死
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

小
野
中
2
年
　
国
分
　
麻
貴

「
戦
争
を
受
け
と
め
て
」

小
野
中
2
年
　
近
野
未
沙
紀

「
今
の
自
分
と
夢
」

浮
金
中
3
年
　
藤
井
　
遥
香

「
一
人
の
人
間
と
し
て
…
」

小
野
中
3
年
　
宗
方
　
沙
季
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※記事については、常用漢字・人名用漢字で記載しております。


